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年

金

農

業

募

集

２０
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

国
民
年
金
は
、
や
が
て
訪
れ
る

長
い
老
後
や
、
生
活
の
安
定
を
損

な
う
よ
う
な
�
万
が
一
�
の
事
態

に
備
え
、
保
険
料
を
出
し
合
い
、

お
互
い
を
支
え
合
う
制
度
で
す
。

２０
歳
に
な
っ
た
ら
、
忘
れ
ず
に

国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
！

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
は

ど
こ
で
行
え
ば
い
い
の
？

役
場
町
民
課
年
金
係
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

毎
月
の
保
険
料
は
い
く
ら
？

国
民
年
金
の
保
険
料
（
定
額
）

は
、
月
額
１
３
�８
６
０
円
で
す
。

※

平
成
１８
年
度
の
額

な
お
、
保
険
料
を
ま
と
め
て
前

払
い
す
る
こ
と
に
よ
り
割
引
さ
れ

る
前
納
制
度
も
あ
り
ま
す
。

口
座
振
替
が
便
利
で
お
得
！

口
座
振
替
は
、
金
融
機
関
な
ど

の
窓
口
で
の
現
金
納
付
に
比
べ
て

便
利
で
お
得
で
す
。
口
座
振
替
に

は
、
毎
月
の
保
険
料
が
翌
月
末
に

引
落
し
さ
れ
る
翌
月
末
振
替
と
、

毎
月
の
保
険
料
が
そ
の
月
の
月
末

に
引
落
し
さ
れ
る
当
月
末
振
替
（
早

割
）
が
あ
り
ま
す
。
早
割
は
月
額

５０
円
が
割
引
さ
れ
ま
す
。

口
座
振
替
で
前
納
制
度
を
ご
利

用
さ
れ
る
場
合
は
、
現
金
で
の
前

納
に
比
べ
さ
ら
に
割
引
額
が
高
く

な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
１
年
前
納

を
口
座
振
替
で
行
っ
た
場
合
は
、

月
々
現
金
で
お
支
払
さ
れ
た
場
合

の
合
計
額
と
比
較
し
て
３
�４
９
０

円
割
引
（
現
金
で
の
１
年
前
納
は

２
�９
５
０
円
の
割
引
）
で
す
。

※

平
成
１８
年
度
の
額

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方

２０
歳
に
な
ら
れ
、
所
得
が
少
な

く
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難

な
方
に
つ
い
て
は
、「
学
生
納
付
特

例
制
度
」「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

な
ど
の
保
険
料
免
除
制
度
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

所
得
の
少
な
い
若
年
層
（
２０
歳

代
で
学
生
以
外
）
の
方
や
所
得
の

な
い
学
生
の
方
が
、
将
来
、
年
金

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

る
こ
と
や
、
不
慮
の
事
故
な
ど
に

よ
り
障
害
が
残
っ
て
し
ま
っ
た
場

合
に
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
な
ど

を
防
止
す
る
た
め
、
本
人
の
申
請

に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
制
度
で
す
。

問
い
合
わ
せ

松
山
西
社
会
保
険
事
務
所

�
９
２
５
―
５
１
０
５

役
場
町
民
課
年
金
係

�
９
８
５
―
４
１
０
６

認
定
農
業
者
を

め
ざ
し
ま
せ
ん
か
�

●
認
定
農
業
者
制
度
に
つ
い
て

認
定
農
業
者
制
度
は
、
自
ら
経

営
改
善
に
取
り
組
む
や
る
気
と
能

力
の
あ
る
農
業
者
が
、
い
わ
ば
「
農

業
経
営
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」
を

め
ざ
す
計
画
で
あ
る
「
農
業
経
営

改
善
計
画
」
を
作
成
し
、
そ
の
計

画
を
町
が
認
定
す
る
制
度
で
す
。

●
認
定
の
対
象
者
は

農
業
経
営
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

を
め
ざ
す
意
欲
の
あ
る
方
で
あ
れ

ば
、
性
別
、
専
業
・
兼
業
の
別
な

ど
を
問
わ
ず
、
ど
な
た
で
も
認
定

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
認
定
農
業
者
に
な
る
に
は

認
定
農
業
者
に
な
ろ
う
と
す
る

方
は
、
ま
ず
、
経
営
改
善
に
関
す

る
５
年
後
の
目
標
と
そ
の
達
成
に

向
け
た
方
策
を
内
容
と
す
る
「
農

業
経
営
改
善
計
画
」
を
作
成
し
、

町
へ
提
出
し
ま
す
。
※

町
は
、
計
画
内
容
が
基
本
構
想

に
照
ら
し
て
適
当
で
あ
る
と
認
め

た
場
合
に
、
計
画
の
認
定
を
行
い

ま
す
。

※
「
基
本
構
想
」…
町
が
、
地
域

の
実
情
に
即
し
て
、育
成
す
べ
き

農
業
経
営
の
規
模
や
所
得
の
目

標
な
ど
、農
業
の
担
い
手
像
を
明

確
化
し
た
も
の
で
す
。

主
た
る
農
業
従
事
者
一
人
当
た
り

年
間
農
業
所
得

…
概
ね
４
０
０
万
円

年
間
労
働
時
間

…
概
ね
１
�９
２
０
時
間

●
主
な
支
援
措
置

認
定
農
業
者
の
方
に
は
、
農
業

近
代
化
資
金
や
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金

な
ど
の
低
利
融
資
制
度
、
税
制
、

年
金
な
ど
の
農
業
経
営
改
善
の
た

め
の
支
援
措
置
が
あ
り
ま
す
。

●
認
定
農
業
者
な
ど
に
支
援
措
置

（
補
助
事
業
な
ど
）
を
集
中
化
・

重
点
化

農
業
経
営
に
関
す
る
支
援
は
、

認
定
農
業
者
と
一
定
の
集
落
営
農

組
織
に
集
中
的
・
重
点
的
に
実
施

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

将
来
の
担
い
手
と
し
て
、
ま
た
、

自
ら
の
農
業
経
営
状
況
の
改
善
の

た
め
、
ぜ
ひ
認
定
農
業
者
へ
の
発

展
を
早
急
に
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

役
場
産
業
課
農
林
係

�
９
８
５
―
４
１
１
９

Ｊ
Ａ
松
山
市

�
９
４
６
―
１
６
１
１

松
山
地
方
局
農
政
普
及
課

伊
予
農
業
指
導
班

�
９
８
２
―
０
４
７
７

放
送
大
学
入
学
生
募
集

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

で
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で

す
。
た
だ
い
ま
、
平
成
１９
年
４
月

入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳

し
い
資
料
を
無
料
で
送
付
し
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

《
教
養
学
部
》

○

科
目
履
修
生
…
６
か
月
在
学

し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修

○

選
科
履
修
生
…
１
年
間
在
学

し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修

○

全
科
履
修
生
…
４
年
以
上
在

学
し
、
学
士
の
学
位
の
取
得
を

め
ざ
す

《
大
学
院
》

○

修
士
科
目
生
…
６
か
月
在
学

し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修

○

修
士
選
科
生
…
１
年
間
在
学

し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修

締
切

２
月
１５
日
（
木
）

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ

放
送
大
学
愛
媛
学
習
セ
ン
タ
ー

〒
７
９
０
―
０
８
２
６

松
山
市
文
京
町
３

�
９
２
３
―
８
５
４
４

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http
://w

w
w
.u-air.ac.jp

inform
ation
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